大規模事業所（大規模小売店舗）の廃棄物等保管場所設置に関する事前協議申告票
１　建設者：（名称）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　施工場所：　　　　　　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　店舗面積：　　　　　　　　　　　　㎡
４　立地法に基づく容量計算（複合業種の店舗は業種ごとに計算）

（１）一日当たりの廃棄物等の排出予測量

（店舗面積が６千㎡を超える場合は、６千㎡と６千㎡を超える部分でそれぞれ計算して合算）

原単位（ｔ/千㎡）×店舗面積（千㎡）＝　　　　　ｔ　------①（紙製廃棄物等）
〃　　　　　　　　　　　　　　ｔ　------②（金属製廃棄物等）
〃　　　　　　　　　　　　　　ｔ　------③（ガラス製廃棄物等）

〃　　　　　　　　　　　　　　ｔ　------④（プラスチック製廃棄物等）
〃　　　　　　　　　　　　　　ｔ　------⑤（生ごみ等）

〃　　　　　　　　　　　　　　ｔ　------⑥（その他の可燃性廃棄物等）
【店舗面積当たりの廃棄物等排出量原単位】（単位：ｔ／千㎡）
	金属製廃棄物等

	面積
	6000㎡以下の部分の原単位
	0.007

	
	6000㎡超の部分の原単位
	0.003

	紙製廃棄物等

	面積
	6000㎡以下の部分の原単位
	0.208

	
	6000㎡超の部分の原単位
	0.011


	ガラス製廃棄物等

	面積
	6000㎡以下の部分の原単位
	0.006

	
	6000㎡超の部分の原単位
	0.002

	プラスチック製廃棄物等

	面積
	6000㎡以下の部分の原単位
	0.020

	
	6000㎡超の部分の原単位
	0.003


	生ごみ等

	面積
	6000㎡以下の部分の原単位
	0.169

	
	6000㎡超の部分の原単位
	0.020

	その他の可燃性廃棄物等

	0.054


（２）必要な廃棄物等の保管場所容量（㎥）＝　①×平均保管日数÷比重＝　　　　㎥
＝　②×平均保管日数÷比重＝　　　　㎥
＝　③×平均保管日数÷比重＝　　　　㎥
＝　④×平均保管日数÷比重＝　　　　㎥
＝　⑤×平均保管日数÷比重＝　　　　㎥
＝　⑥×平均保管日数÷比重＝　　　　㎥
合　　計　　　　　　　　 ㎥
【比重参考値】（単位：ｔ／㎥＝ｋｇ／Ｌ）
	
	比重

	紙製廃棄物等
	0.10

	金属製廃棄物等
	0.10 - 0.15

	ガラス製廃棄物等
	0.10 – 0.30

	プラスチック製廃棄物等
	0.01 – 0.04

	生ごみ等
	0.55

	その他の可燃性廃棄物等
	0.38


	設置容量（実際の容積）：　　　　　　　㎥（図面上に示されている場所の容積）

（面積　　　　　㎡、高さ　　　　ｍ）

※立地法上の計算式による必要容量はあくまでも目安になるものであり、実際の処理・リサイクル計画に基づいて余裕のある容量を確保すること。


（３）複数の保管場所を設置する場合の内訳

保管場所1（面積　　　㎡、高さ　　　ｍ、容積　　　㎥、用途　　　　　　　　）
保管場所２（面積　　　㎡、高さ　　　ｍ、容積　　　㎥、用途　　　　　　　　）
保管場所３（面積　　　㎡、高さ　　　ｍ、容積　　　㎥、用途　　　　　　　　）

保管場所４（面積　　　㎡、高さ　　　ｍ、容積　　　㎥、用途　　　　　　　　）

